
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

 

新入学（園）児の交通事故を防止するため、新入学（園）期間、街頭啓発や安全指導、交通

安全教育など、各地域において様々な取り組みが行われます。 

子供たちが新しい生活に胸をふくらませる一方で、雪解けに伴って車のスピードは出やすく

なり、新一年生は初めて一人で通学するなど、子供にかかわる交通事故の危険性が高まる時期

でもあります。 

新入学（園）児童・園児の 
交通事故防止 

全ての座席の 
シートベルトとチャイルドシートの 

正しい着用の徹底 

★運転者は  

学校、幼稚園、保育園等の近くを通る時や子供を見

かけた時は、その動きに十分に注意し、徐行するな

ど、安全で思いやりのある運転を心掛け、子供を交

通事故から守りましょう！ 
 
★地域・町内では  

道路で遊んでいるなど、危険な行動をしている子供

を見かけたら注意し、正しい交通ルールを教えると

ともに、大人自らが手本となるような行動をしまし

ょう。 

★運転者は  

運転する前に、後部座席を含め同乗者全員がシートベ

ルトを正しく着用しているか確認しましょう。 

６歳未満の子供には必ずチャイルドシートを使用し

ましょう。 
 
★地域・町内では  

街頭での啓発活動を通じて、全座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用について呼び掛けま

しょう。 



 

 

4 月から市内の小学校に通う新一年生に交通安全を呼び掛ける 

「黄色いワッペン」の贈呈式が、3 月 12 日に札幌市役所で行われ 

ました。 

贈呈式には新一年生 10 名が出席。 

（株）みずほ銀行、損害保険ジャパン日本興亜（株）、明治安田 

生命保険（相）、第一生命保険（株）の 4 社より黄色いワッペンが 

寄贈され、札幌市交通安全運動推進委員会副会長の井上唯文副市長 

と寄付者が交通安全を願い、児童一人ひとりの胸にワッペンを付け 

ました。 

このワッペンを身に付けることで、学校に通う子供たちの交通安 

全意識を高め、保護者や運転者の方々の注意を喚起し、「少しでも 

子供たちの交通事故防止に役立てたい」という寄付者の願いが込め 

られ、1 年間の交通事故傷害保険が付いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供や高齢者を見かけた ら思いや りある運転を ！ 

「黄色いワッペン」贈呈式 が行われました 

札幌市・札幌市交通安全運動推進委員会では、交通事故を防止するため、毎年、新入学児童と

中高校生へ交通安全啓発品を作成し配布しています。 

新入学児童に対する交通安全啓発品 

【黄色いワッペン】 【ランドセルカバー】 【小冊子「まもろうね！！一年生」】 【交通安全旗】 

（※児童ではなく学校への配布） 

中高校生に対する交通安全啓発品 

自転車の交通ルール・マナー啓発冊子「セーフティ自転車ライダーのススメ！」 

【基本編】 

中・高 1 年生配布 

【ダイジェスト版】 

中・高 2 年生配布 

【自転車走行編】 

中・高 3 年生配布 

通 安 


